
性の商品化と商品価値
― 被服によるジェンダーの表示―

I 被 服によるジェンダーの表示

性に関連づけて商品に価値を創造する方法には,少 なくとも次の3つが区別
1)

できる。①ジェンダー (gender),つまり男らしさや女らしさといった社会的

・文化的側面からみた性差を,商 品に付与したり,商品によって刺激したり,

商品を通して表現 ・実現する方法。②セックス (sex),つまり生物学的側面か

らみた性差 (特に身体的性別や性欲)を ,商 品に付与 したり,商 品によって刺

激したり,商品を通して表現。実現する方法。③ロマンチック・ラブ (romantた

love),つまり男女間の恋ごころを,商 品に付与したり,商 品によって刺激し

たり,商 品を通して表現 ・実現する方法。例えば,フ リル,ギ ャザー,フ レアー

などのデザイン手法によって女らしさを表現した被服は主として①に,身 体の

性的部位 (胸,尻 ,陰 部,脚 など)を 直接 ・間接に刺激したり,強 調する被服

は主として②に,カ ップルが共感しあって着用するペア ・ルックなどは主と

して③に該当する。本稿では,我 々にとって身近な商品の一つである被服

(clothing)を,価 値を創造する3つ の方法のうちの①,つ まリジェンダーに

焦点をあわせて考察する。なお本稿において,「被服」とは,身 体の外見を変

えるために用いるすべてのものをさし,そ れは身体各部をおおい包むものから,

かぶりもの ・はきもの ・ヘアスタイル ・かつら・ヒゲ ・化粧 ・アクセサリー ・

刺青までを含む。また,被 服を身につけることから形成される装い ・着こなし

。身なりを 「服装」,被 服を用いて外見を飾り (装飾),整 え (整容),あ るい

は変える (変身)こ とを 「装い」,他 者の目に映る服装 ・顔立ち ・体つき・風

来などを 「外見」,そ して,選 択 ・使用 ・廃止あるいは購入 ・消費 ・廃棄の諸
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の
表 1 被 服のシンボリズムとジェンダーの差異化

(男らしさ)

ライン   テ ーラー ド

素材    ご わごわして、粗く、重い

色     暗 く、濃く、単彩的

形     が つちりして、四角や角張り、鋭角

柄     乗 り物、スポーツ、野性動物

スタイル  プ レーンなスタイル

( 女らしさ)

ノン・テーラード

ソフトで、細かく、軽い

明るく、暖かく、柔らかく、多彩的

曲線的で、九味があり、ひらひら、ふんわり

花、愛玩動物

凝つたスタイル

行動を含む,被 服に関する人間の行動を 「被服行動 (clothing behavior)」と

よぶ。

従来より,ジ ェンダーは,被 服のシンボリックな特徴によって表示されてき

た。すなわち,男 らしさや女らしさという文化的カテゴリーを区別するために,

物的差異のシステムである被服の特徴が利用されてきた。表 1は,そ の一例で

ある。ジェンダーはまた,シ ンボリックな被服品目そのものからも表示されて

きた。確かに,デ ザインや着用の仕方による影響はあるが,例 えばスカート,

ハイヒール,ワ ンピースなどは女らしさを感じさせやすい被服品日であり,ネ

クタイ,背 広 (スーツ),ワ イシヤツなどは男らしさを感じさせやすい被服品

目であつた。それに対 して,ジ ーンズ,Tシ ャッ, トレーナータスニーカーの

ように,現 代ではあまり性を感じさせなくなったと考えられる被服品目もある。
3)

被服はさまざまな情報を伝達する。すなわち,① アイデンティテイに関する

情報 (男性風,若 者風,事 務員風,英 国人風,な ど),② 人格に関する情報

(派手な人,地 味な人,な ど),③ 態度に関する情報 (保守的な人,革 新的な

人,な ど),④ 感情 ・情動に関する情報 (爽快, くつろぎ,喜 び,悲 しみ,な

ど),⑤価値に関する情報 (若さ,性 的魅力,遊 び,地位,自然,な ど),⑥状

況的意味に関する情報 (カジュアル,フ ォーマル,な ど),で ある。これらの

中で,ジ ェンダー関連情報は①,② ,⑤ などに関係していて,被服が伝えるき

わめて重要な情報の一つである。ジェンダーを伝える被服の事例は多くあるだ

ろうし,そ れは時代によっても異なるであろう。例えば,米 国のカウボーイな

どは男らしさを象徴し,開 拓者の神話や伝説上の人物と結びついていた。した
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がってカウボーイ風の勇ましい特徴を強調 した服装は,若 い男性によって積極
の

的に採用されてきた。また,ビ ジネスと直結した伝統的な紳士服 (特に伝統的

なビジネス ・スーッ)は ,知 的で男らしい被服とみなされてきた。それに対し

て,女 らしさが 「美― 繊細」の服装イメージと密接に関連するという意味で,

女性の女らしさを伝える服装も多くみられた。例えば,適 度に肌を露出させた

り,美 しい身体の線を強調した婦人服,脚 線美を強調する丈の短いスカートな

どは, しばしば女らしさの表現であった。また化粧,特 に女性の口紅は,女 ら

しさの重要な伝達手段であった。
“
威張りちらす,わ がままな女の子

"が
,服

装に関して,ジ ーンズとTシ ャッょりもフリルつきドレスにいっそう結びつく

といった報告や,ハ イ・ヒールが女らしい靴で,特 にハイヒールのストラップ

(ひも)・ サングルは最も女らしさを伝えるという報告もあ広告一般に,男 ら

しさは 「行為や実行 (Doing)」にかかわり,女 らしさは 「存在や実在 (Bdng)」

に関係するという。したがって,「行為」を促進させる被服やその特徴は男ら

しさに,「存在」を高める被服やその特徴は女らしさに,い っそう関係すると

いえる。

ところで,被 服やその特徴が記号の乗り物になって,メ ッセージとしてのジェ

ンダーが伝達され,コ ミュニケーション過程や社会的相互作用 (対人相互作用)

メッセージ(男らしさ、女らしさ)

記号ののりもの(被服とその特徴)

記号化,符号

近い(近接した)

刺激

遠い位置にある

対象
意識の領域

(知覚場)

予期的構 え

(反応のための卿
輪

手ががりの

選択
推論の

拡張

図 1 ジェンダー ・シンボリックな被服を介 した
コミュニケーション過程、対人認知過程、

1 2 )

および印象形成過程
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過程が進行する。それとは別に,ジ ェンダーを伝達する被服やその特徴を手が

かりにした推論を通して,他 者に対する理解や判断の過程,す なわ対人認知や

印象形成の過程がしばしば同時に進行する (図1参照)。被服を介したジェン

ダー関連情報の影響を考える場合,こ の2つ の過程を一応区別しておくことが

必要である。例えば下着感覚のキャミソール ・ドレスが女らしさを伝達し,仲

間内でその意味に共感しあった若い女性たちがそのような服装をしあっている

場合などは,前 者の例である。それに対して,下 着感覚のキャミソール ・ドレ

スを着たある女性を見て,そ のような服装上の手がかりからその人を女らしい

人だと推論する場合などは,後 者の例である。

被服を手がかりにした対人認知や印象形成に関しても,ジ ェンダー関連情報

の呆たす役割は大きい。例えば,着 用している被服が実際の性とは違った人物

のスライドを用いて,対 象人物の性別のラベリングと人物評価を行わせた実験

によれば,被 服などによって表現された性差が対人認知に大きな影響を及ぼし

た。また,服 装の活動的イメージが男らしさの評価に,静 的イメージが女らし

さの評価に結びつき,特 に女子の服装では,ス テレオタイプ化された女らしさ

をやや抑えたもの (例えば, どちらかといえば露出部が少なく,ス リットも浅

く,香 水や化粧も弱く,柄 も小さく, きちっとしたドレッシーな服装)が ,よ
5 )

り肯定的な人柄であるとの判断に通じた。さらに,印 象形成における化粧の役

割も大きく,特 に女性の場合,化 粧は魅力や女らしさの印象に大きな影響を及
1 4 )

ぼした。

それでは,社 会におけるジェンダーの変化は,被 服やその特徴に明白に反映

されているだろうか。1950年～1990年ごろにかけて放映された連続喜all番組の

毎回のエピソー ドから,被 服や外見上の特徴をとりあげ,そ れらがジェンダー

1 5 )

の観点から分析されたことがある。その結果,働 く女性の外見は特に男らしく

表現され,外 見上の男らしさの増加は,社 会におけるジェンダーの変化と密接

に関係 していた。また,働 く男女の被服や外見は,ジ ェンダーが不明確になる

につれて,明 白に区別されないようになった。ちなみに,こ の研究でジェンダー

に関してコード化された被服や外見の特徴は,次 のようなものであった。①女
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性における 「被服や外見の男らしい特徴」 ;重くてきめの粗い素材,角 ばった

形,ブ レザータイプのジャケットやコート,パ ンッ (ズボン),ダ ークカラー,

肩パット,(ブ ラウスではなく)シ ャツ。②女性における 「被服や外見の女ら

しい特徴」 ;レース,ラ ッフル (ひだ飾り)と ボー (ちょう結び),ロ ングで

流れるような髪, ドレス,ス カート,明 るくあるいは淡い色,な だらかなライ

ン, ドレープ,ソ フトな素材。③男性における 「被服や外見の女らしい特徴」

;宝石や貴金属類の装身具,ち ようネクタイ,ロ ングヘア,な だらかなライン,

模様入りの服,明 るい色。④男性における 「被服や外見の男らしい特徴」 ;ダー

クカラー,濃 い色,顔 面の毛,ネ クタイ,ゆ ったりしただぶだがのズボン,そ

れとわかる肩パット,シ ョートヘア,角 ばった形。

Ⅱ 身 体によるジェンダーの表示

それでは,被 服の場合と同様に,身 体とその特徴から,ジ ェンダーはどのよ

うに表示されてきたのだろうか。伝統的に,男 性にとっては身体的能力が,女

性にとっては身体的魅力が,よ り重要な意味をもってきた (表2)。身体特徴

に関するこのような男女間の違いは,多 分に,男 にとっての仕事 ・稼ぎ手 ・攻

撃性 ・競争性 ・達成意識など,女 にとっての育児 ・やさしさ・美しさなど,と

いった伝統的なジェンダー ・ステレオタイプから生まれたものであろう。

表 2に よれば,筋 肉質は男らしい体つきの特徴である。この体つきは,逆 三

角形 ・V字 型 (中胚葉型)の 体型であり,そ れは身体的能力を示している。逆

1 8 )
表 2 身 体 に関するジェンダー ・イデオロギーのコー ド

男らしい身体 ;

What One Does(何 をするか)

女らしい身体 ;

How One Looks(どう見えるか)

身体的能力を強調

運動能力や体力による達成

目標は大りのない筋肉質の体つき

身体的魅力を強調

ダイエットや運動によるほっそり、

健康的な身体の獲得

目標はほっそりすらっとした、美しい体つき
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三角形,V字型の体型について,①女性は一般的にこの体型の男性を好むが,

そうかといって極端に大きく,過度に筋肉質の体格は好んでいない,②現代的

な女性の好みは,必ずしもこの体型にとらわれない,③ しかし男は依然として,
16～1 8 )

この体型になりたいと願つているようである。また男性の身体をみる場合に,

体型に加えて身長を強調することも,社 会的に知られている。そして一般的に

は,背 の高い男性の方が低い男性よりも,男 らしく,魅 力的であると考えられ

ている。

また表2に よれば,ほ っそり,す らっとしたやせ型は女らしい体つきの特徴

であり,そ れは身体的魅力を示している。ほっそり,す らっとした体型につい

て,① 特にファッシヨン雑誌などの影響を受けて,こ の体型を得ることが女性

の中に強く内面化された規範となっている,② この体型を女性は好むが,男 性

が好む体型は,ソ フトで丸みを帯びた内胚葉型により近い傾向がある,③ 一般

的に女性の間に,身 体のサイズを小さくしたいという根強い願望はあるが,近
16～1 8 )

年,筋 肉質の体型も受け入れるようになっている。なお女性の場合には,身 長

が高いことはあまり好まれない身体的特徴である。なぜならば,女 性は相手の

男性よりも背が高くあってはいけないという,ジ ェンダーに関連した文化的規

範があるからである。身長の大きさは,権 力,地 位,名 声などを意味深長に表

現する一方法なのである。

男らしさと太 りのない筋肉質の体つき,女 らしさとすらっとした美しい体つ

きとの連合は,広 告などにおいて強調され,そ れによって消費が刺激されてき

た。例えば, ドリンク剤やスポーツ飲料などの宣伝には, しばしばたくましい

筋肉質の男性が登場し,そ のような体型を得るためにボデイ・ビルディングな

どが利用される。婦人用ファッシヨン衣料などの宣伝には,細 身ですらっとし

た,魅 力的なモデルが多用され,そ のような体型を得るためにエステテイック

やフイットネスなどの施設が利用される。

日常生活においても,大 りのない筋肉質体型の男性や,す らっとした美しい

体型の女性はいっそう好意的に評価されやすく,こ のような身体の規範 ・理念

から逸脱した人には,社 会的不利益が発生しやすくなる。社会的に受け入れが
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1 9 )
たい属性を指してステイグマ (stigma)とょぶが,ゴ フマンによれば,そ の語

源は古代ギリシャにおいて奴隷や犯罪者の身体に刻みつけられ,焼 きつけられ

た熔印のことである。スティグマには,①身体的欠陥,②個人の性格に出来す

る汚点,③人種,民族,宗教などの集団間葛藤や対立に関わるもの,の 3種類

が含まれる。

文化的に,女 性の乳房は女らしさや性的魅力そのものとして賛美されてきた。

したがつて,乳 癌などによる乳房切除後の女性は,社 会的なスティグマの可能

性に直面し,人 工的な補欠物を身につけたり,被 服で隠蔽することによって,

外見の管理 (appearance management)をする必要にせまられる。

肥満 (obesity)も同様である。肥満は自己抑制力の欠如,だ らしなさ,遂

行能力の貧弱さを示唆しやすく,そ れは身体のひとつのタイプというより,逸

脱とみなされがちである。特に女性にとっては,肥 満はしばしば女らしくなく,

魅力的でないとみなされる。多 くの女性が抱 く肥満意識と痩身願望は,こ こか

らきている。

身体的障害も, しばしばスティグマの可能性を生む。身体的能力を (特に男

にとって)重 要な人的特性とみなす社会では,身 体的障害は,一 般の観察者に

とって新奇な刺激となりやすいのである。

回 被 服,ジ ェンダー,そ して人間行動

3,20～23)

被服には, 3つ の主要な社会 ・心理的機能がある。第一は,「自己の確認 ・

強化 ・変容」機能である。例えば,女 (男)ら しい服装をすることによって,

女 (男)ら しい自分を確認し,強 め,あ るいはそのように変身するような場合

に,主 として認められる機能である。第二は,「情報伝達」機能である。例え

ば,ジ ェンダーを象徴する被服特徴や被服品目を使用することによって,他 者

に性別や性の好みを伝達するような場合に,主 として認められる機能である。

第三は,「社会的相互作用の促進 ・抑制」機能である。例えば,女 らしい服装

をした女性に,男 性による援助の手が多くさしのべられたり,逆 に過度に女ら

しく,刺 激的なタト見からセクハラ (セクシヤル ・ハラスメント;性的嫌がらせ)
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や強姦といった攻撃行動が誘発 されるような場合に,主 として認められる機能

である。これらの機能の中で,第 二の機能については前節までに強調 してきた。

そこで本節では,第
一や第二の機能にも焦点を合わせて,議 論を続けたいと思

つo

3-1 子 どもに対する性の型づけと被服

出生とともに,子 どもに対する性の型づけ (sex typing)が始まる。そして,

しつけと学習を通して性の区別が継続的に強調され,例 えば男の子だから泣か

ない,女 の子だから優しくするといった,性 に応 じた自己意識と行動とが子ど

もに発達する。6歳 頃になると,性 別は一生変わらず,服 装や髪型を変えても

別の性にはなれないという,性 の恒常性が獲得される。

被服は,性 の区別を強調する道具として, しつけを行い,ま た生活慣習を獲

得させる手段になる。例えば,青 い服は男の子,赤 やピンクの服は女の子のよ

うな,被 服の色はその一例である。ズボンとスカートの違い,リ ボン・口紅な

どの装飾品の有無,髪 の長さや靴下の色の違いなども,子 供が男女の違いを識
2 4 )

別する道具になる。また親 (特に母親)が ,子 供の性別に応じて,ス テレオタ

イプ的に被服の色や種類,装 身具などを決めることが多いという点で,親 の被
2 5 )

服の好みやジェンダー観が,子 ども自身の性の型づけに大きな影響を及ぼす。

児童期の女子を対象にして,被 服の様式と,遊 び行動やパーソナリテイ特性

との間の象徴的結びつきが検討さただ
)。

っまり,被 験者女子に対 してさまざ

まなスタイルの被服を提示し,多 くの遊び行動場面のおのおので,ど のスタイ

ルの被服を着用 しようと思うかが質問された。その結果,遊 び行動の種類に応

じて,女 の子に特有な被服の選択パターンが明らかになった。例えば,伝 統的

に男らしい行動 (木登 り,格 闘あそび,な ど)に は,い つそう男らしい被服ス

タイル (ジーンズとTシ ャッ,な ど)が 選ばれ,伝 統的に女らしい行動 (人形

遊び,な ど)に は,い っそう女らしい被服 (パフスリーブのフリルつきドレスタ

など)が 選ばれた。また,ジ ーンズとTシ ャッには,強 い ・勇ましい ・すごい

。勝つのを好む,な どの競争能力を示すパーソナリテイ特性が,他 方,フ リル
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つきドレスには,外 見を気遣う・人気がある ・すてき・威張る,な どの身体的

・外見的魅力や快楽心 ・享楽心を示すパーソナリテイ特性が結びつけられた。

なお,こ のようなジェンダー ・ステレオタイプの適用は,子 供の成長とともに

いつそう柔軟になり,一 定のスタイルの被服でも,文 脈に応じて違った意味を

もち得ることを学習するようになる。

子どもたちが青年期に入るようになっても,被 服やタト見上の特徴は,男 にとっ

ての身体的能力,女 にとつての身体的魅力のような,社 会のジェンダー ・イデ

オロギーを反映しつづける。例えば,青 年期にみられる次のような被服行動は,
2 6 )

このジェンダー ・イデオロギーを如実に表している。男子にとっての適切な服

装の範囲は非常に狭 く,そ のことは,憧 れの仲間やヒーローと同じ被服をもち

たがるといった,男 子における服装上の同調傾向に示される。また男子には,

どのような効果をねらって被服を着るかに多様性が少ないであろう。それに対

して,女 子は,男 子よりも被服や外見を強調し,多 様な効果をねらちて被服を

着用する。また女子は,被 服や外見に関する他者からの承認にいつそう関心を

払い,被 服を自分やその独自性を表す手段としていっそう用い,皆 と同じ服装

を嫌がるだろう。さらに女子は,自 分の身体や外見に不満をもつことも多く,

被服を自分自身よい気分になるためにしばしば利用する。

3-2ジ ェンダー ・シンボリックな被服を介した,自 己の確認 ・強化 ・変容

経済の発達水準が低い民俗社会では,服 装に関して男女ほとんど違わないか,

どちらかといえば男のほうが外見をいっそう飾 りたてる傾向 (ピーコック現

象 ;peacOCk phenomenon)があるのに対 して,社 会における経済活動の進展

(経済の発達水準の向上)に よって,女 のほうがいっそう美しく着飾るように
2 7 )

なるという。その意味では,男 にとっての外見的装飾より身体的能力の向上,

女にとつての外見的装飾による身体的魅力の向上という考え方は,少 なくとも

男性労働に価値をおく工業社会の形成にともなっていっそう明白になったとい

える。

このことから,従 来より,男 らしさとおしゃれとは相いれず,地 味な背広と
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ネクタイに代表されるように,男 にとっての服装の範囲は非常に狭いものであっ

たも表現をかえれば,従 来より男性の男らしさは,ご く限られた服装によって

確認 ・強化され続け,こ の服装基準からの逸脱は,男 としてしばしば容認され

ないことであった。そのことは,例 えば次のような報告に端的に表されている。

男らしさをより強く内在化させた男性的男性は,女 性的男性より,ジ ェンダー

・ステレオタイプに基づく服装の規範を重視 し,お しゃれにも消極的である。

逆に,女 らしさをより内在化させた女性的女性は,男 性的女性より,服 装の規
2 8 )

範をあまり重視せず,お しゃれにも積極的である。また女たちが,一 般に,着

るものを巧みに操作しても職業上の特性など高められないと考えるのに対して,

男たちは,一 定の
“
適切な

"被
服によつて職業上の特性 (知性,力 量,理 解力,

2 9 )

誠実さ,信 頼性,な ど)を 高めることができると信 じているようである。

女たちは,被 服や外見を操作することによって,女 らしい自分を獲得できる

と考えてきた。化粧は,そ の一つの方法であった。化粧は,ジ ェンダーに顕著

な特徴を表すシンボルであり,化 粧によって女たちは,男 たちとは違ったやり

方で印象管理 (lmpression management)を行なってきたのである。しかし,

化粧が女らしさを助長するとしながら,女 たちの中には,そ のことが男と同等

な労働力としての受け入れを妨げていると感じる人たちもいる。化粧には,両

面価値的効果が存在するのである。有職者のフェミニス ト (男女同権論者)に
3 0 )

は,状 況に合わせて化粧をし分ける柔軟性が高いという報告がある。これは,

化粧の両面価値的効果を,社 会的スキルつまり対人関係を円滑に運んでいくた

めの技術 ・技能の一環としてうまく用いていることを表している。

化粧と同様に,被 服を操作することも,女 らしさや男らしさの獲得手段であっ

た。カジュアルな服装イメージを好む女性は,自 分を活発な人物ととらえ,女

らしい服装イメージを好む女性は,自 分をどちらかといえば女らしく,地 味な
3 1 )

人物ととらえているという報告などは,そ れを示唆している。またフェミニス

ト傾向の強い,働 く女性は,自 分の望む自己定義を得るために被服を積極的に

活用する,と いう報告もあると彼女たちは,職 業世界における 「成功のための

装い (dress for success)」という価値体系を受け入れ,被 服を,職 業上の業
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績に影響 し,昇 進における道具 としてとらえている。そして彼女たちは,女 ら

しい被服スタイルをさけ,テ イラー ド・ラインに象徴されるような成功のため

の被服を好む。さらに彼女たちは,被 服や外見が印象管理のために操作できる

手段であるという強い認識をもち, しばしば最新スタイルで着装することも好

む。

3-3ジ ェンダー ・フリーな社会の進行と異性装

現実をみれば,男 と女 (特に,若 い男と女)の ボーダーレス化が,服 装や外

見に関してますます進行しつつある。例えば,赤 いシャツ姿で長髪を束ねた男

性がいれば,ジ ーンズ姿で髪をショー トカットにした女性もいて,後 ろ姿だけ

からは簡単に男と女を見分けられないことがある。また,メ ンズ ・ブリーフや

トランクスを愛用するコギャルたちがいる一方で,若 い男たちは毛染めをし,

優しい男を演出しようとする。彼らには汗臭さが嫌われ,無 臭願望が強く,さ

わやかな香 りの男性も増えていると『ポパイ』ゃ 『メンズノンノ』などの男性

誌は,全 身美容できれいなからだになることや,男 の眉の手入れなど,女 性誌

以上に美容特集に力を入れている。女性服を買いあさる男の子はフェミオ (フェ

ミ男,フ ェミニンな [女らしい]男 の子)と 呼ばれ,団 塊世代の子供たちのな

かで確実に増加している。フェミオたちは,デ ザイン性,素 材感が豊富で,流

行が楽しめ,そ のうえ価格が安い女性服 (ワンピース,ス カート,セ ーター,

など)を 選んでいる。
“
女性はスカー ト

"と いった固定的なイメージもくつが

えされ,さ まざまなパンツ ・ルックの女性が街を聞歩している。企業側も,レ

ディス,メ ンズの共同企画による男女共用服を市場に出し,性 差を超えた需要

にねらいをつける。

異性の被服で身を包み,飾 ることは,異 性装あるいはクロス ・ドレッシング

(cross dressing)と呼ばれてきた。いわゆる男性の女装,女 性の男装で,こ

の現象は特にわが国では,1960年代,70年代の各種の流行を通して社会的に容
3 4 )

認されるようになった。そして今日,多様な流行の展開にも示されるように,

異性装や異性装志向が,特に若者を中心にして市民権を認められつつあるよう
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にみうけられる。それでは,異性装や異性装志向は,異性性をもっていること

の現れなのだろうか,ま た積極的に異性のように変身したいという願望の現わ

れなのだろうか。
3 5 )

小林は,男 子大学生を対象にして,男 らしさや女らしさの度合である性度と
3 6 )

着装態度との関連性を検討した。被験者の男子は,ベ ムの作成した性役害J測定

尺度によつて,純 男性的男性,や や男性的男性,両 性的男性,や や女性的男性,

純女性的男性の5群 に分類され,彼 らの着装態度が比較された。その結果,女

性的および両性的男性には,男 性的男性にくらべて,フ ァッションや外見にいっ

そう関心があり,装 うことへのより強い関心がうかがえた。また,女 性の被服

を身にまといたいという異性装願望も強く認められた。
3 7 )

矢島らも,男 性ファッションの女性化を規定する要因を解明するために,男

子大学生を対象にした調査を行なった。その分析結果によれば,過 去 。現在 ・

未来における,男 性による女性用被服の着用傾向は,「女性性内在化」,「ファッ

ション志向性」,「ボデイ ・フイット」,「入手しやすさ」,「他者志向性」などの

因子によって規定された。これらの中で,「女性性内在化」とは,女 性的に見

られたい,女 に生まれ変わりたい,自 分自身女性的な一面をもっていると思う,

などの項目で表現される因子であつた。男性ファッションの女性化を規定する

要因として,特 に女性性内在化が明示された点は,興 味深い結果といえる。
3 8 )

土肥は,女 モノの被服だと認識したうえで男性が外出着としてそれを着るこ

と,あ るいはその逆を,被服行動のクロス・セックス化と定義し,特 に男性の

クロス・セックス化を促進する5つの要因を指摘した。つまり,①男性におけ

る女性性および女性性志向の高まり,②男らしさの規範からの逸脱傾向,①異

性間の対人関係の変化 (類似性による異性関係,す なわち人が人を好きになる

要因としての類似性の重要視),④その他の二次的要因 (男性におけるファッ

ション志向の高まり,女モノの入手しやすさ,男女間でのサイズの同一化傾向,

など)。
3 9 )

女子大学生を対象にして行われた研究もある。下岡は,ユ ニセックス ・スタ

イルヘの志向性と服装の規範意識,性 度,社 会的態度,社 会心理的特性の間の
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関連性を調査 した。ユニセックス ・スタイルとは,性 を感じさせない中性的服

装のことである。その結果によれば,自 尊心が高く,積 極的で,自 己顕示欲求

が強い女性は,所 属する集団でリーダー的存在として中心的な役割を呆たし,

両性的ないし男性的な女性性をもっていた。そしてこのような女性は,女 らし

い服装を拒否し,パ ンツスタイルやシャツ出しスタイルなどといった,ユ ニセッ

クス ・スタイルを好む傾向があった。

近年,性 の境界は,女 性から,あ るいは固定した規範に悩まされてきた同性

愛者や性同一性障害者などからの抗議によって揺らぎだした。そして男性の中

からも,伝 統的な男らしさに縛られることを拒否する人たちが増えつつある。

確かに,婦 人服の分野では特に,男 性の被服やその特徴が流行の要素として多

く取 り入れられてきたという経過がある。したがって男性以上に女性において,

異性装や異性装志向がジェンダーにはとらわれない自分らしさの一表現である

という側面は否定できないであろう。しかし,少 なくとも上記した3つ の調査

結果は,異 性装や異性装志向,あ るいはジェンダー ・シンボリックな装いに対

する拒否の傾向が,男 性の女性化や女性の男性化の一つの現われであること,

ジェンダーに関する伝統的規範からの意図的逸脱の一つの現われであること,

そしてある場合には,積 極的に異性のように自分を変身させたいという願望の

一つの現われであることも示唆している。

3-4ジ ェンダー ・シンポリックな被服と対人行動

この節の最後に,被 服による社会的相互作用の促進 ・抑制機能に関して,被

服や外見の男らしさや女らしさが対人行動にどのような影響を及ぼすかを, 2

～3の側面からみておこう。

まず,雇 用の機会,特 に女性の雇用の機会に関して,被 服や外見に表示され

たジェンダーの影響が指摘されている。求める職業の特性によっても異なるが,

一般的には被服や外見を男性的に装うことがビジネスの世界で女性が成功する

ための条件であり,特 に雇用面接試験などでは,自 のブラウス,紺 やグレーの
40～44)

スーッなどが効果的である。 しかしジェンダーを逸脱 して,あ まりに男性的に
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装い過ぎることもよくなく,あ くまでも男性的シンボルの女性版が要求される

ようである。例えば,ネ クタイやスカーフを着用した女性管理者は,胸 もとの

開いたブラウスの女性管理者よりも管理能力があると評価されたが,ス カーフ

の管理者の方がネクタイの管理者よりも昇進しやすいと判断された告また公務

員の採用試験などで,ピ アス,マ ニキュア,赤 紫回紅のような性を強調する装

いが雇用の機会を奪ったり,信 用と品位に基づく対人行動に悪影響をもたらす
4 6 )

と判断された事例もある。これらは多分に,男 性優位な職業社会を反映したも

のであろう。

援助行動に関しても,被 服や外見に表示されたジェンダーの影響が指摘され

ている。一般的には,被 服や外見に表示された性のステレオタイプ (例えば,

女性にとっての被服や外見の女らしさ)と 援助要請の内容 (例えば,力 仕事ヘ

の援助要請)と の間に一貫性があると考えられる人に,大 きな援助が与えられ

るようである。男性的服装と女性的服装のそれぞれの装いをした女性が,買 物

客に,動 かなくなった自分のショッピング・カーゃトヘの援助を要請するある実

験では,女 らしい服装の女性にいっそう大きな援助が与えられた告

女らしさが意味することの中に,身 体的魅力の強調がある (表2)。また,

女性の身体的魅力と性的魅力とは密接に関連している。被服や外見が女性の身

体的魅力や性的魅力を高め,そ れが対人行動を促すような側面があるだろう。

被服や外見が,特 に異性からの援助行動の誘因になったり,逆 に女性に対

する性的な攻撃行動である,セ クハラやレイプの誘因になることも指摘され
50～55 )

ている。なおレイプに関して,身 体をあらわす刺激的で女らしい服装がレイ

プの誘因になる場合と,身 体を隠す服装が受け身で従順な女らしさの手がかり

になってレイプを誘う逆の場合とが報告されていると

Ⅳ ジ ェンダー関連被服品,身 体的魅力,美 ,お よび消費者満足

「タトウー,引 き伸ばされた唇,(か つての)中 国人女性のてん足,ア イシャ

ドー,日 紅や頬紅,脱 毛,マ スカラ,ブ レスレット,首 飾り,も ちもの,ジ ュ

エリー,ア クセサリー,等 々,い かなるものでも,身 体のうえに文化的秩序



性の商品化と商品価値   121

(慣習)を書き加えることに貢献するだろう。そして,美 の効果を担うのは,
5 6 )

これらのものである」。これは,ボ ー ドリヤールの言葉である。本稿で議論 し

てきた被服とそれによるジェンダーの表現は,製 品の産み手の視点において,

被服品を通した魅力や美の構築 ・伝達の一側面であり,商 品の使い手の視点に

おいて,被 服品を通した魅力や美の利用 ・探求の一側面といえる。

男らしい装い,女 らしい装いを可能にするさまざまな被服品は,身 体的魅力

と,そ れに伴って発生する社会的恩恵を獲得するために用いられてきた。被服

品によつて実現される男らしい装い,女 らしい装いが身体的魅力に影響するや

り方には,少 なくとも次の3つ がある。第一は,「他者や自分にとって不満足

な特性を除去したり,明 確に変える手段」としての方法である。例えば,女 ら

しさの表示としてのデオドラントの使用は,汗 の臭いや体臭という不満足な身

体的特性を除去することによつて魅力ある身体を得るために行われ,ま た補整

・矯正下着などによつてスリムで女らしい体型を得ることは,大 りという否定

的な身体的特徴を変えるために行われる。第二は,「生まれながらの,変 える

ことができない身体的特徴を隠したり,そ れから別の特徴に注意を向けさせる

ための手段」としての方法である。例えば,女 らしさや男らしさを表示する化

粧品は,素 顔を隠して,魅 力ある顔立ちの演出を可能にし,つ け毛やかつらな

ども, しばしばはげや薄毛を隠し,魅 力あるタト見を取 り戻すために使われる。

第三は,「肯定的な身体的特徴をいっそう高めたり,そ れに注意を引かせるた

めの手段」としての方法である。例えば,身 体にぴつたりとした被服によって

女らしいあるいは男らしい身体を表示したり,誇 示することは,肯 定的な身体

的特徴を被服によっていつそう高め,あ るいはその魅力的な身体的特徴に注意

をひかせるために行われる。

なお,男 らしい装い,女 らしい装いを可能にするさまざまな被服品は,美 的

探求心をみたすためにも消費される。例えば,格 調ある伝統的なビジネス ・スー

ツ,適 度に肌を露出させたり,美 しい身体の線を強調する婦人服,美 しく輝 く

ジュエリーや貴金属のアクセサリー,カ ラフルなベス ト,男 らしいあるいは女

らしいフレグランスなどは,使 用者の魅力度を高めるとともに,使 用者とそれ
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を見る側の両方に楽しみと喜びを与える。色,柄 ,素 材,デ ザイン,香 りなど

から演出される男らしさあるいは女らしさが,被 服の着用主体に移し変えられ

る度合に応 じて,美 が創造されていくであろう。

それでは,身 体的魅力の増大や美的経験を生み出すジェンダー関連被服品の

使用が, どのように消費者満足に通じるのであろうか。それには,少 なくとも

3つ の場合が区別できるだろう。第一は,ジ ェンダーを表す被服の着用を通し

て消費者個人が自分にいっそう魅力を感じ,そ のことからいっそう強い自尊感

情や肯定的気分を経験することによって,満 足が生み出される場合である。第

二は,被 服が市場において新 しいジェンダーの基準を創造し,消 費者がそのよ

うな基準を自己表示の手段として積極的に採用することから,満 足が生み出さ

れる場合である。そして第三は,ジ ェンダーを表す被服の着用によって,消 費

者個人の客観的な魅力度が向上し,そ れが媒介となって他者の肯定的反応が得

られることから,満 足が生み出される場合である。

V あ とがき― ジェンダー ・フリーな社会の装い一

作られた性からの解放,ジ ェンダー ・フリーな社会,男 女の無境界化など,

特に1980年代の半ば以降,ジ ェンダーの変化がさまざまに指摘されてきた。そ

の変化は,「男らしさ」対 「女らしさ」という,社 会のレベルにおいて二元論

的 ・対立的特性をもって存在 してきたジェンダーが,受 け手の個人のレベルに

おいて,比 較的自由に解釈できる事態が進行 していることを表している。この

ような事態の下では,男 らしさや女らしさを演出する商品の消費は,自 分らし

さというフィルターにかけられるという意味で, しばしば積極的な自己構築過

程として行われる。そして,ス テレオタイプ化されたジェンダーから解放され

た消費者の自己定義に際して,消 費と自己との関係がいっそう密接なものになっ

ていく。

本稿でとりあげている被服は,消 費者による 「自己構築過程としての消費」

を明確に実現しやすい商品であろう。というのも,被 服が自己に近接 した商品

であること, したがって被服がさまざまな心理的効果を人間に対してもってい
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るからに他ならない。そのような効果は,単 なるリラックスやリフレッシュと

いった生理心理的効果にとどまらない。被服は,自 己の確認や強化,変 身願望

の充足,創 造の楽しみ,身 体的 ・外見的欠陥の補償,身 体的 ・外見的魅力の向

上,周 囲への同調,社 会的役害J余の適合,男 らしさや女らしさの自覚や表現,

などといつた心理 ・社会的効果ももっている。被服は,こ れらの効果を通して
5 7 )

自己表現や対人行動を促し,ま た個人の自信や自己充足感といった心の健康に

大きく貢献しているのである。

人びとがジエンダーにそれほど拘束されることのない事態が進行するにとも

なって,被 服が表すジェンダー ・シンボリックな特徴から個人が男らしさや女

らしさをどのように解釈するかは,い つそう多様で,多 義的なものになってい

くであろう。また,男 らしさや女らしさの解釈に関する個人的自由度がいっそ

う高まることによつて,被 服からジェンダー ・シンボリックな特徴が消失して

しまうかもしれない。しかし,ジ エンダーの解釈に関する大きな自由度が原因

となって,逆 に消費者がジェンダー・シンボリックな特徴を自らのアイデンテイ

テイの確認や強化のために求める事態が起こるかもしれない。この場合には,

被服のジェンダー ・シンボリックな特徴は,不 明確になるよりはいっそう際立

つように推移するかもしれない。結局のところ,い ずれの方向に向かうかの鍵

は,将 来的に,男 は, また女はどのようにありたいのか,男 と女がどのように

かかわつていきたいのか,そ してそれらを被服や外見を通してどのように表示

したいのか,と いう人びと (消費者)の 判断と選択にあるといえるだろう。
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